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　５月22日、プラザホテル吉翠苑にて、第
6回通常総代会を開催いたしました。
　総代会は、沖田会長の挨拶の後、議長に
田中市郎右エ門氏（久美浜地区）を選出し
議案審議が行われ、提出された全議案とも
原案どおり承認可決されました。
　なお、役員の任期満了に伴う役員改選選
挙の結果、下記のとおり新役員が選出され
ました。

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
丹
後
地
域
の

経
済
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

環
境
の
激
変
か
ら
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
も
た
ら
す

様
々
な
停
滞
が
大
き
な
地
域
課
題

と
し
て
問
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
会
で
は
、

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
有
効

な
手
立
て
を
見
い
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
会
員
ニ
ー
ズ
に
適

応
し
た
経
営
支
援
事
業
は
も
と
よ

り
、
部
会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る

各
々
の
業
界
の
振
興
に
向
け
た
事

業
に
積
極
か

つ
迅
速
に
緊

張
感
を
持
っ

て
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な

い
時
で
あ
り

ま
す
。

 

厳
し
い
寒
波
が
続
い
た
平
成
二

十
四
年
、
桜
の
便
り
が
一
気
に
遅

れ
を
取
り
戻
し
満
開
を
迎
え
た
よ

う
に
、
我
が
国
経
済
は
回
復
へ
の

道
程
を
確
か
な
も
の
と
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？ 

デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却
や
電
力
供
給
に
対
す
る
不

安
の
解
消
な
ど
、
抜
本
的
な
景
気

対
策
が
置
き
去
り
の
ま
ま
で
は
、

い
さ
さ
か
心
許
な
く
思
わ
れ
る
と

　
加
え
て
、
地
域
全
体
の
振
興
に

つ
い
て
も
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
促
進

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
あ

り
方
や
産
業
基
盤
確
立
の
た
め
の

諸
施
策
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
見

を
広
く
ま
と
め
、
提
案
し
仕
掛
け

て
い
く
姿
勢
を
よ
り
強
め
、
総
合

経
済
団
体
と
し
て
の
存
在
価
値
を

高
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
の
基
礎

と
な
る
職
員
に
つ
い
て
も
、
新
た

に
実
施
さ
れ
た
人
事
一
元
化
の
目

的
を
踏
ま
え
、
そ
の
環
境
の
整
備

と
と
も
に
支
援
能
力
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
お
い
て
使
命
感

と
緊
張
感
を
持
っ
て
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指

導
ご
協
力
を
偏
に
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

通常総代会通常総代会

会
　
長
　
沖
田
康
彦
（
再
：
観
光
業
部
会
）

副
会
長
　
浅
田
武
夫
（
再
：
商
業
部
会
）

副
会
長
　
行
待
佳
平
（
再
：
工
業
部
会
）

理
　
事
　
吉
岡
明
彦
（
新
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
田
茂
井
康
博
（
再
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
足
達
純
一
（
新
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
道
家
有
己
雄
（
再
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
梅
田
　
勲
（
新
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
山
崎
正
一
（
新
：
織
物
業
部
会
）

理
　
事
　
中
野
正
五
（
新
：
機
械
金
属
業
部
会
）

理
　
事
　
荻
野
孝
一
（
再
：
機
械
金
属
業
部
会
）

理
　
事
　
徳
本
晃
一
（
再
：
機
械
金
属
業
部
会
）

理
　
事
　
梅
田  

修
（
再
：
工
業
部
会
）

理
　
事
　
保
田
容
一
（
新
：
工
業
部
会
）

理
　
事
　
柿
本
正
大
（
再
：
工
業
部
会
）

理
　
事
　
中
山
　
力
（
再
：
建
設
業
部
会
）

理
　
事
　
山
﨑
高
雄
（
再
：
建
設
業
部
会
）

理
　
事
　
吉
岡
正
美
（
再
：
建
設
業
部
会
）

理
　
事
　
辻
　
真
通
（
再
：
建
設
業
部
会
）

理
　
事
　
高
橋
哲
朗
（
新
：
商
業
部
会
）

理
　
事
　
白
岩
敬
二
（
再
：
商
業
部
会
）

理
　
事
　
松
本
栄
作
（
新
：
商
業
部
会
）

理
　
事
　
川
口
嘉
則
（
新
：
商
業
部
会
）

理
　
事
　
坂
本
忠
典
（
再
：
観
光
業
部
会
）

理
　
事
　
福
山
勝
久
（
再
：
観
光
業
部
会
）

理
　
事
　
和
田
正
人
（
再
：
観
光
業
部
会
）

理
　
事
　
藤
原
邦
夫
（
再
：
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）

理
　
事
　
足
達
昌
久
（
再
：
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）

理
　
事
　
吉
岡
常
雄
（
新
：
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）

理
　
事
　
平
松
繁
男
（
再
：
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）

理
　
事
　
梅
田
孝
幸
（
新
：
青
年
部
長
）

理
　
事
　
藤
井
美
枝
子
（
再
：
女
性
部
長
）

理
　
事
　
藤
村  

肇
（
新
：
員
外
）

監
　
事
　
田
中  

治
（
再
：
織
物
業
部
会
）

監
　
事
　
稲
岡
孝
茂
（
新
：
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）

新
役
員

平成23年度収支決算
（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

平成24年度収支予算
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

（収入の部） 単位：円

（支出の部）

経営改善普及事業指導
職員設置費
経営改善普及事業指導
事業費

115,611,283

地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
予備費
収支差額

補助金等収入

会費・手数料等収入

受託料収入

繰越収支差額

74,915,826

57,450,000
130,000
38,917,918
2,700,000
1,774,973

0
291,500,000

221,090,280

54,992,186

130,000

15,287,534

291,500,000

科　　　目 金　額

科　　　目 金　額

（収入の部） 単位：円

（支出の部） 単位：円

経営改善普及事業指導
職員設置費

経営改善普及事業指導
事業費

117,353,048

地域総合振興事業費

管理費

資産取得支出

次期繰越収支差額

補助金等収入

会費・手数料等収入

繰越収支差額

88,682,757

49,680,179

70,942,298

1,695,351

15,287,534

343,641,167

238,071,600

93,839,889

11,729,678

343,641,167

科　　　目 金　額

科　　　目 金　額

第
6
回

重
点
事
項

平
成
24
年
度

❶
巡
回
指
導
の
徹
底
充
実
に

　

よ
る
会
員
満
足
度
の
向
上

　

推
進

❷
組
織
基
盤
強
化
対
策
の
推

　

進
❸
中
小
企
業
応
援
隊
事
業
の

　

推
進

❹
丹
後
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推

　

進
❺
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
強
化
事
業
の
推
進

❻
部
会
活
動
の
活
性
化
推
進

❼
人
事
一
元
化
実
施
後
の
環

　

境
整
備
と
職
員
の
資
質
向

　

上
❽
体
験
型
観
光
人
材
育
成
事

　

業
の
推
進

❾
記
帳
の
自
立
化
支
援
の
促

　

進

基
本
方
針

を開催しましたを開催しました

合　　　計

合　　　計

合　　　計

合　　　計

※

再
＝
再
任
　
新
＝
新
任


